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村
民
主
体
の
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
鮫
川
村
議
会
議
長

星

 

一
彌

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
を
代
表
し
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
ご
ろ
よ
り
、
村
政
発
展

の
た
め
に
議
会
に
対
し
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
一
昨
年
と
変
わ
り
本

村
を
は
じ
め
、
県
内
で
の
豪
雨

災
害
や
地
震
に
よ
る
被
害
も
な

い
一
年
で
も
あ
っ
た
一
方
、
７

月
豪
雨
に
よ
る
九
州
地
方
お

よ
び
中
部
地
方
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
各

地
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
は
昨
年
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
新
年

を
迎
え
た
今
日
世
界
的
に
感

染
拡
大
し
て
お
り
、
本
県
に

お
い
て
も
各
市
町
村
に
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ

れ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
が

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
厳
守
し
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
て
頂
き
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
て
、
最
大
限
の

努
力
を
傾
注
し
村
民
の
付
託
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
議
長
と
し
て
議

員
一
人
ひ
と
り
の
意
を
尊
重

し
、
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
、
一
歩
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
か
な
一

歩
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
少
子
高
齢
化
、
議

員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
な

ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
議
会
の
役
割
は
、
予
算
案

な
ど
の
議
決
の
み
で
は
な
く
、

行
政
へ
の
け
ん
制
や
監
視
、
施

策
を
提
案
し
な
が
ら
も
、
同

時
に
議
員
自
ら
が
条
例
案
を

立
案
す
る
な
ど
、
村
民
の
皆

様
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
民
の
代
表
で
あ
る
村
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
執
行
機

関
と
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
村
づ
く
り
の
主
役
は
村
民

の
皆
様
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
村

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
鋭

意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
村
民

の
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
き
一

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



農家の営農継続を支援する
　

１２
月
定
例
会
が
１２
月
８
日
か
ら
１０

日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
１
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い

６
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
令
和
３
年

度
の
施
政
方
針
と
予
算
編
成
や
、
災

害
時
の
対
処
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
被

害
が
大
き
い
農
業
・
農
家
へ
の
支
援

策
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た
産
業
起

こ
し
な
ど
を
取
り
上
げ
、
村
政
を
た

だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、

財
産
の
取
得（
追
認
）１
議
案
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
、
鮫
川
村
区
長
等
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な

ど
４
件
や
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算

８
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１
件

の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
日
目
に
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
と
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
合

同
議
案
調
査
を
開
き
、
議
案
を
審
議

し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
、
審
議
し
た
条
例
、
補

正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
を

含
む
１３
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

■ 12月議会定例会補正予算の状況

一 般 会 計
会　計　別

合　　　計

補　正　額 補正後の予算額

特　
別　
会　
計

８７１９万円増
５３万円増

0
２５８万円増

0
２７４万円増
１０３万円増
２１万円減

４１億3864万円
４億３３５１万円
７４４１万円

１億３５５２万円
１１０８万円

４億９６１１万円
１億８８４万円
３９９７万円

９４２８万円増 ５４億３８０８万円

国保（事業勘定）
国保（直診勘定）
簡易水道事業
村営バス事業
介 護 保 険
学 校 給 食
後 期 高 齢 者

関 根 政 雄  村長

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
調
査
・
ズ
バ
リ
!!
村
政
を
問
う
！
一
般
質
問
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12月定例会の
あらまし

　
令
和
２
年
１０
月
に
福
島
県
人
事
委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
た

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
報
告
及
び
勧
告

に
基
づ
き
、
令
和
２
年
１２
月
期
に
お
け
る
一
般
職
及
び
再
任

用
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
支
給
割
合
を
0.05
ポ
イ
ン
ト

引
き
下
げ
る
も
の
。

◆ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

専
決
処
分

◎
鮫
川
村
区
長
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
れ
ま
で
非
常
勤
職
員
の
身
分
に
よ
り
任
用
さ
れ
て
き
た

区
長
、
副
区
長
、
行
政
連
絡
員
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
法

及
び
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
な
制
度
で
の
身
分

の
見
直
し
、
特
別
職
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
す
る
た
め
改

正
す
る
も
の
。

◎
諸
収
入
金
に
対
す
る
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
租
税
特
別
措
置
法
及
び
地
方
税
法
に
よ
り
、
延
滞
金
に
お

け
る
「
特
例
基
準
割
合
」
が「
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
」に

改
ま
り
、
延
滞
金
の
割
合
が
０
％
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
割
合
が
年
0.1
％
未
満
の
割
合
で
あ
る
と
き
は
、
年
0.1
％

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
諸
収
入
金
に
対
す
る

督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

◎
鮫
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
に
係
る
所
得
の
基
準
等
に
つ
い

て
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
よ
る
基

礎
控
除
相
当
分
の
基
準
額
４３
万
円
に
引
き
上
げ
る
等
の
改
正

及
び
土
地
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
る

長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
特
例
の
創
設
に

伴
い
、
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
鮫
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
２
年
３
月
３１

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
３
年
１
月
１
日
以
後

の
期
間
に
対
応
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
延
滞
金
及

び
還
付
加
算
金
に
関
し
て
改
正
を
行
う
も
の
。

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

歳　　　　出
○積立金
   財政調整基金積立
   ふるさとづくり基金積立
○民生費
   日本赤十字救援車購入費
   身体障害者更生医療給付費
○環境衛生費
   簡易水道事業特別会計繰出金
○農林水産業費
   農業継続支援事業
   稲作農家げんき回復支援事業
　農産物被害防止対策事業
   森林計測解析業務
○消防費
   費用弁償（ポンプ操法大会中止）
   防災無線修繕料
○教育費
　スクールバス運転業務委託料
　工事請負費（空調設備設置工事・施設改修工事）
　中学校教師用教科書、指導書購入費
　太陽光発電設備修繕工事
　青少年広場施設補修工事

5120万円追加
４０万円追加

２１６万円追加
４５０万円追加

２５８万円追加

６００万円追加
２０００万円追加
４７万円追加
２７５万円追加

１５２万円減額
３４万円追加

２８６万円追加
２３５万円減額
２４９万円追加
８１万円追加
５１万円追加

12月
定例議会

■ 12月議会定例会補正予算の主な事業（一般会計）

○地方交付税
○国庫支出金
　民生費国庫負担金
　総務費国庫補助金
○県支出金
　民生費県負担金
○繰入金
　森林環境譲与税基金繰入金
　主食用米価下落対策基金繰入金
○諸収入金
　雑入

７７０４万円追加

２９８万円減額
３８９万円減額

１１２万円追加

２７５万円追加
１０００万円追加

２０７万円追加

歳　　　　入



！
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議 案
調 査

　

提
出
さ
れ
た
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
を
、総
務
文
教
・
産
業
厚
生
両
常
任

委
員
会
に
て
議
案
調
査
し
ま
し
た
。

事業内容の説明を担当課に求めた合同議案調査

提出議案の
説明を求める

営農意欲を後押しする機械設備の助成需要の落ち込みで米価が下落する水稲 田畑の鳥獣被害防止に有効な電気柵

総務文教
常任委員会

特
別
職
非
常
勤
職
員
と
す
る
た
め

答
鮫
川
村
区
長
等
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は

問

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
業
務

の
委
託
費

運
転
業
務
委
託
費
2
8
5

万
円
は

問答

冷
房
の
み
エ
ア
コ
ン
に
仕
様

変
更

施
設
改
修
工
事
△
2
1
5

万
円
は

問答
運
営
費
負
担
金
66
万
円
は

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
費
の

古
殿
町
負
担
金

問答

主
食
米
を
生
産
す
る
農
家
へ
の
支
援
金

答
稲
作
農
家
げ
ん
き
回
復
支
援
事
業

2
0
0
0
万
円
は

問

産業厚生
常任委員会

身
体
障
害
者
更
生
医
療
給

付
費
4
5
0
万
円
は

問
更
生
医
療
への
扶
助
費

答
営
農
継
続
支
援
事
業

6
0
0
万
円
は

農
業
機
械
設
備
の
補
助
金

問答

森
林
計
測
解
析
業
務

2
7
5
万
円
は

問
ラ
ジ
コ
ン
で
の
試
験
解
析

計
測

答
備
品
購
入
費
2
1
5
万

円
は

日
本
赤
十
字
救
援
車
の

購
入

問答

稲
作
農
家
げ
ん
き
回
復
支
援
事
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
0
0
万
円



登壇
6人が

リズバ

村政を問う！
議員

P 9

関根  浩治

▪被害米対策

P 6

▪
▪
▪

施政方針と予算編成
財務書類の利活用
条例制定と改正

北條  利雄

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
北
條
利
雄
議
員
・
森
　
隆
之
議
員

P 7

森　  隆之

▪
▪
補助金支援
給食費の公会計化

関根  英也

P10

▪農業支援

P 8

宗田  雅之

▪
▪
災害対応
環境整備

P11

前田  武久

▪
▪
施設維持管理
林業支援

　一般質問は、議員の日常活動を通じて、住民の声や
自身の考え方をもとに、村長、教育長などの方針を問う
ものです。鮫川村議会は、一人あたり９０分の制限時間内
であれば、質問の回数に制限はありません。

出
席
議
員

星　  一彌 議長

堀川  照夫 議員 遠藤  貴人 議員

議
事
の
進
行

前田  雅秀 議員
5 さめがわ議会だより第163号



北
條 

利
雄 
議
員
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連
続
す
る
災
害
や
感
染

症
は
、
財
政
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
予
算
編
成
対

応
が
厳
し
い
と
予
想
さ
れ

る
。
健
全
な
財
政
運
営
に

向
け
た
取
り
組
み
、
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
的
、
安
定
的
に
提
供
す

る
観
点
か
ら
、
中
長
期
的

な
視
点
の
下
、
複
数
年
度

を
見
据
え
た
対
応
も
必
要

で
あ
る
。
歳
出
削
減
路
線

の
堅
持
や
地
方
再
生
の
施

策
の
重
視
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
山
積
み
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
と
主
要
な
施

策
、
歳
入
歳
出
見
込
み
と

今
後
の
財
政
見
通
し
、
経

営
健
全
化
と
財
政
規
律
の

強
化
を
問
う
。

　
　

　
本
村
の
財
政
は
、
財
政

構
造
の
弾
力
を
示
す
経
常

収
支
比
率
の
硬
直
が
進
ん

で
お
り
、
財
源
不
足
の
状

況
は
解
消
で
き
て
い
な
い
。

災
害
や
感
染
症
な
ど
に
よ

る
地
域
経
済
の
影
響
が
大

き
く
、
地
方
税
収
入
が
相

当
程
度
削
減
す
る
。
各
事

業
の
実
施
は
、
財
源
の
確

保
と
同
時
に
経
費
削
減
も

必
要
で
あ
り
、
不
要
不
急

な
支
出
は
避
け
、
例
年
実

施
の
事
業
で
あ
っ
て
も
、

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
す

点
検
を
強
化
す
る
。
本
村

の
経
営
健
全
化
と
財
政
規

律
の
強
化
に
取
り
組
む
。

　
財
務
書
類
な
ど
は
、
資

産
管
理
、
予
算
編
成
、
行

政
評
価
な
ど
に
積
極
的
な

利
活
用
が
重
要
。
全
体
の

財
政
指
標
の
分
析
や
適

切
な
資
産
管
理
の
視
点
、

事
業
別
・
施
設
別
の
組
織

横
断
的
な
収
益
性
、
採
算

性
、
成
長
性
を
分
析
す
る

視
点
が
重
要
。
利
活
用
は
、

財
政
運
営
に
係
る
様
々
な

場
面
で
の
検
討
材
料
で
あ

る
。
課
題
解
決
の
流
れ
、

課
題
の
抽
出
と
要
因
分

析
、
課
題
へ
の
対
応
策
の

検
討
と
実
施
、
課
題
の
解

決
な
ど
で
、
地
方
公
会
計

か
ら
の
情
報
を
利
活
用
す

べ
き
。
具
体
的
な
利
活
用

を
問
う
。

 　
財
政
処
理
の
利
活
用
は
、

外
部
向
け
、
内
部
向
け
に

区
分
。
外
部
向
け
は
、
必

要
な
説
明
や
分
析
を
加
え
、

分
か
り
や
す
く
公
表
し
、

説
明
責
任
を
履
行
す
る
観

点
の
取
り
組
み
。
内
部
向

け
は
、
財
政
指
標
の
設
定
、

適
切
な
資
産
管
理
、
セ
グ

メ
ン
ト
分
析
、
施
設
建
設

の
検
討
や
行
政
と
コ
ス
ト

等
の
評
価
に
活
用
。
明
確

な
財
政
分
析
が
可
能
に
な

る
。
村
政
運
営
へ
の
有
効

的
な
活
用
法
は
、
引
き
続

き
し
っ
か
り
と
検
討
す
る
。

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
町
村
長
選
挙

及
び
町
村
議
会
議
員
選
挙

に
お
け
る
選
挙
公
営
が
拡

大
さ
れ
た
。
議
員
の
な
り

手
不
足
が
改
め
て
浮
き
彫

り
に
な
り
、
少
子
高
齢
化

や
地
域
社
会
の
弱
体
化
に

加
え
、
低
額
な
議
員
報
酬
、

議
員
定
数
の
削
減
な
ど
複

数
の
要
因
が
あ
る
。
こ
の

状
況
を
緩
和
す
る
狙
い
か

ら
、
立
候
補
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
、
多
様
な
人
材
が

参
画
す
る
、
参
画
で
き
る

大
き
な
一
歩
と
な
る
も
の
。

さ
ら
に
特
別
職
給
与
と
議

員
報
酬
・
定
数
が
妥
当
な

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
検

討
す
る
時
期
に
あ
る
。
こ

れ
ら
条
例
の
制
定
と
改
正

の
考
え
方
、
取
り
組
む
べ

く
判
断
を
問
う
。

 　
公
選
法
の
改
正
に
よ
る

公
営
化
の
条
例
制
定
を
検

討
し
て
い
る
。
公
費
負
担

経
費
の
実
態
、
実
状
の
調

査
等
を
踏
ま
え
た
制
度
設

計
と
し
、
令
和
３
年
度
の

議
会
に
上
程
す
る
。
特
別

職
給
与
並
び
に
議
員
報
酬

や
定
数
削
減
は
、
そ
の
経

過
な
ど
か
ら
、
そ
の
役
割

は
十
分
に
果
た
し
て
い
る
。

見
直
し
時
期
に
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
い
る
。
優
先

す
べ
き
課
題
に
率
先
対
処

し
、
理
解
が
得
ら
れ
る
社

会
と
経
済
状
況
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討

を
行
う
。

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

質 

問

質 

問

質 

問

経営健全化と財政規律の
　　　　　　強化に取り組む

令和３年度の施政方針と
　　　　　　予算編成を問う

答

問

問
財
務
書
類
の
利
活

用
を
問
う

答
村
政
運
営
に
有
効

的
な
活
用
を
引
き

続
き
進
め
る

問
選
挙
公
営
等
の
条
例

制
定
と
改
正
を
問
う

答
経
済
状
況
、財
政

状
況
を
踏
ま
え
検

討
す
る

厳しい財政状況の中、進む令和３年度予算編成作業

主食用米生産農家に限り１０a当たり１万円を
支援する、国交付金による支援は検討する
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隆
之 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
宗
田
雅
之
議
員
・
関
根
浩
治
議
員

公平・公正な補助をしていく

子供たちへ一律の
　　　補助金支援をするべき

答

問

　

本
村
の
小
・
中
・
高
の
児

童
・
生
徒
に
支
出
し
て
い
る

補
助
金
に
つ
い
て
、入
学
祝

金
や
通
学
支
援
金
、修
学
旅

行
補
助
事
業
、能
力
検
定
受

験
促
進
事
業
な
ど
、様
々
な

補
助
を
し
て
い
る
が
、こ
の

補
助
金
は
各
学
校
に
対
し
て

な
の
か
、そ
れ
と
も
個
人
に
対

し
て
の
も
の
な
の
か
問
う
。

 　

子
育
て
応
援
祝
金
は
、

小・中
学
校
の
新
１
年
生
と

そ
の
保
護
者
が
と
も
に
入
学

す
る
日
の
１
年
以
上
前
か

ら
本
村
に
登
録
し
、現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
。

金
額
は
、小
・
中
学
校
と
も

に
５
万
円
支
給
し
て
い
る
。

次
に
通
学
支
援
金
は
、修
明

高
校
鮫
川
校
に
通
学
す
る

生
徒
に
対
す
る
支
援
と
、鮫

川
村
に
住
ん
で
い
る
生
徒
が

高
等
学
校
等
に
在
学
し
て
い

る
場
合
に
支
援
す
る
も
の

と
、２
種
類
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。村
外
か
ら
鮫
川
高

へ
通
学
に
は
月
額
9
0
0
0

円
、村
内
に
在
住
の
高
校
生

に
対
し
て
は
月
額
１
万
円
を

交
付
し
て
い
る
。修
学
旅
行

に
対
す
る
助
成
も
あ
る
。こ

れ
は
村
内
の
小
学
校
及
び

中
学
校
が
実
施
す
る
修
学

旅
行
に
参
加
す
る
児
童・生

徒
に
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
あ
る
。補
助
額
は
、

旅
行
す
る
地
方
に
よ
っ
て
違

う
が
、5
0
0
0
円
か
ら
２

万
円
と
し
て
い
る
。ま
た
、

能
力
検
定
受
験
に
関
わ
る

検
定
料
の
助
成
。こ
の
事
業

は
英
語
検
定
、漢
字
検
定
、

数
学
検
定
を
受
験
す
る
際

に
、検
定
料
の
８
割
を
助
成

す
る
。鮫
川
小
・
中
学
校
の

児
童・生
徒
の
保
護
者
に
交

付
す
る
も
の
。修
学
旅
行
の

助
成
と
同
様
に
、学
校
長
が

受
験
者
を
取
り
ま
と
め
、そ

の
都
度
、交
付
申
請
及
び
助

成
金
の
受
領
を
し
て
い
る
。

　
　

　
現
在
、多
様
化
の
時
代
と

同
時
に
、昔
な
ら
近
く
の
小

学
校
、中
学
校
に
通
う
の
が

当
然
だ
っ
た
が
、近
く
の
私

立
中
学
校
、何
ら
か
の
事
情

で
他
の
中
学
校
に
通
っ
て
い

る
子
供
た
ち
が
い
る
の
が
現

状
。そ
の
子
供
た
ち
は
村
に

住
ん
で
い
る
の
が
実
状
。村

と
し
て
は
、子
供
た
ち
一
人

一
人
に
補
助
す
る
の
が
、公

平
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
で
は
な

い
の
か
。

 　

現
在
の
と
こ
ろ
、本
村
で

も
他
町
の
中
学
校
に
様
々

な
事
情
に
よ
り
通
っ
て
い
る

子
供
が
６
名
い
る
。ま
た
、

逆
に
引
っ
越
し
は
し
て
し

ま
っ
た
け
れ
ど
、子
供
の
就

学
を
本
村
の
小・中
学
校
に

と
い
う
子
供
た
ち
が
５
名
い

る
。修
学
旅
行
の
助
成
と

か
、検
定
料
の
８
割
負
担
と

い
う
も
の
が
ど
の
程
度
に

な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
の

は
、実
際
、他
町
村
か
ら
村

に
通
学
し
て
い
る
子
た
ち
は

学
校
取
り
ま
と
め
で
支
援

を
講
じ
て
い
る
が
、村
か
ら

出
た
中
学
校
に
通
学
し
て
い

る
子
供
た
ち
の
支
援
は
な

い
の
が
実
態
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。村
民
で
あ
っ

て
、そ
し
て
村
の
将
来
を
担

う
子
供
た
ち
は
ど
の
環
境

下
で
あ
っ
て
も
同
等
の
支
援

を
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。そ
の
よ
う
な
方
向
で
検

討
し
て
、新
年
度
の
予
算
に

反
映
さ
せ
る
。村
か
ら
通
っ

て
い
る
子
供
た
ち
の
支
援
も

併
せ
て
公
平
、公
正
に
、新

年
度
以
降
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

給
食
を
提
供
し
て
い
る

公
立
学
校
を
設
置
す
る
全

国
の
教
育
委
員
会
の
う
ち
、

給
食
費
を
地
方
自
治
体
の

会
計
に
組
入
れ
、教
員
の
徴

収・管
理
の
負
担
を
減
ら
す

公
会
計
化
は
、働
き
方
改
革

の
方
策
で
、文
科
省
は「
給

食
費
の
管
理
は
教
員
本
来

の
仕
事
で
は
な
い
」と
指
摘

し
全
国
の
教
育
委
員
会
に

公
会
計
化
を
求
め
る
通
知

を
出
し
て
い
る
。鮫
川
村
の

考
え
を
問
う
。

 

　

小
中
学
校
の
学
校
給
食

の
公
会
計
化
は
、教
職
員
の

負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
、

公
会
計
制
度
を
採
用
す
る

と
と
も
に
、徴
収・管
理
を
学

校
で
は
な
く
て
、村
が
自
ら

の
業
務
と
し
て
行
う
よ
う
に

要
請
さ
れ
て
い
る
。そ
も
そ

も
公
会
計
化
と
は
、１
つ
目

に
公
の
会
計
制
度
を
導
入

し
て
い
る
こ
と
。２
つ
目
に

学
校
給
食
費
の
徴
収・管
理

を
地
方
公
共
団
体
自
ら
の

業
務
と
し
て
い
る
こ
と
、こ

の
両
方
を
満
た
し
て
い
る
も

の
と
し
て
い
る
。本
村
に
お

い
て
は
、現
在
、公
の
会
計

制
度
と
な
る
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
特
別
会
計
を
設
置

し
て
い
る
が
、給
食
費
の
徴

収・管
理
に
つ
い
て
は
、村
で

は
な
く
て
学
校
長
が
行
っ
て

お
り
、未
納
者
へ
の
督
促
等

も
学
校
が
行
っ
て
い
る
の

で
、公
会
計
化
は
実
施
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。ま
た
、今
後
の
公
会
計

化
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、導
入
経
費
、あ
る
い
は

運
用
経
費
が
高
額
で
あ
り
、

様
々
な
状
況
か
ら
実
施
を

予
定
し
て
い
な
い
と
回
答
し

て
い
る
。今
後
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

将来、村を担う子供たちのために公平な補助を!!

質 

問

質 

問

答
弁（
教
育
長
）

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

問
村
は
給
食
費
の
公
会
計

化
は
行
っ
て
い
る
の
か

答
集
金
や
督
促
は
学
校
長

が
行
っ
て
い
る
た
め
公
会

計
化
に
は
な
っ
て
い
な
い
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異
常
気
象
に
伴
う
河
川

の
氾
濫
や
土
砂
災
害
時
の

対
応
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
患
者
が
増
加
す
る

中
、
こ
れ
ら
の
対
応
に
配

慮
し
た
、
避
難
所
開
設
、

運
営
訓
練
、
連
絡
網
の
徹

底
は
大
変
重
要
、
現
下
の

状
況
を
踏
ま
え
て
の
対
応

策
を
伺
う
。

　
有
事
の
際
に
村
民
が
早

急
に
安
全
に
避
難
出
来
る

様
に
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
あ
り
、
迅
速

に
組
織
的
に
災
害
対
応
に

取
り
組
む
為
に
、
災
害
対

策
現
地
警
備
組
織
を
立
ち

上
げ
、
２
回
に
渡
り
協
議

し
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
避
難
所
開
設
運
営
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
臨
時
交

付
金
事
業
に
よ
り
、
避
難

所
機
能
を
高
め
て
い
る
が
、

開
設
す
る
上
で
の
本
格
的

な
協
議
を
本
年
よ
り
始
め

た
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
等
を
踏
ま
え
た
開
設

運
営
方
針
を
追
記
し
、
感

染
症
対
策
の
徹
底
を
明
文

化
し
た
。
今
後
と
も
災
害

時
の
弱
者
支
援
を
含
め
た

対
応
を
各
種
団
体
と
連
携

し
危
機
管
理
対
策
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
災
害
時
の
一
分
一
秒
は

大
変
な
も
の
が
あ
る
。一
部

の
住
民
か
ら
、
地
域
に
割

振
ら
れ
て
い
る
村
職
員
、

民
生
員
な
ど
が
地
域
の

実
状
を
把
握
し
て
い
る
の

か
、
疑
問
の
声
を
聞
く
。

事
に
当
た
っ
て
の
居
場
所

の
熟
知
は
大
切
で
あ
る
が

現
状
は
。

　
地
域
の
場
所
、
実
状
を

知
ら
な
い
と
、
災
害
時
に

は
役
に
立
た
な
い
。
指
導

を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　
村
所
有
の
老
朽
化
し
た

建
物（
旧
母
子
セ
ン
タ
ー
）

な
ど
、
今
後
ど
の
様
に
対

処
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
旧
母
子
セ
ン
タ
ー
内
に

は
各
種
資
材
、
震
災
後
に

住
民
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
毛
布
な
ど
が
入
っ
て
い

る
。
ま
た
各
担
当
課
で
管

理
し
て
い
る
資
材
置
場
に

お
い
て
は
、
各
担
当
課
の

責
任
の
も
と
適
切
に
管
理

し
て
い
る
。

　
旧
診
療
所
の
隣
に
あ
る

倉
庫
の
現
状
、
以
前
雨
漏

り
の
た
め
、
旧
保
育
所
に

書
庫
を
建
て
た
経
緯
が
あ

る
が
。
ま
た
官
沢
入
口
近

く
に
あ
る
村
の
資
材
置
場
、

囲
い
塀
が
倒
れ
て
い
た
り
、

以
前
は
施
錠
が
し
て
あ
っ

た
が
、
今
は
な
い
、
子
供

達
が
入
っ
た
ら
大
変
危
険

で
は
な
い
か
。

　
現
状
の
路
線
は
何
度
も

通
っ
て
い
る
。Ｕ
字
溝
な
ど
、

村
民
が
利
用
し
た
い
時
に

提
供
で
き
る
二
次
製
品
が

置
い
て
あ
る
。
入
口
は
封

が
さ
れ
い
る
よ
う
だ
が
、

決
し
て
き
ち
ん
と
な
っ
て
い

る
状
況
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　
倉
庫
は
、
雨
漏
り
の
影

響
を
受
け
な
い
範
囲
で
利

用
し
て
い
る
。

質 

問

質 

問

地域の確認など、指導していく

災害時の対応を問う

答

問

問われる管理の現況

宗
田 

雅
之 
議
員
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再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

問
環
境
整
備
に
つ
い

て
伺
う

答
必
要
に
応
じ
た
修

繕
、維
持
管
理
に
取

り
組
む



村機械等施設設備助成制度活用を

水稲病害虫発生玄米被害
　　　　　　軽減対策を問う

答

問

　
我
が
村
の
、
基
幹
産
業

で
あ
る
稲
作
に
つ
い
て
、

天
候
不
順
の
中
で
の
稲
の

生
育
で
あ
っ
た
が
、
今
年

は
、
例
年
に
な
く
水
稲
へ

の
カ
メ
ム
シ
被
害
に
よ
る

規
格
外
米
の
発
生
が
多
く
、

出
荷
検
査
の
障
害
に
な
っ

て
お
り
、
被
害
米
の
除
去

を
し
な
い
と
、
等
級
外
と

い
う
現
状
に
あ
る
。
折
か

ら
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

外
食
店
舗
等
で
の
、
営
業

自
粛
で
米
需
要
の
落
ち
込

み
に
よ
り
、
米
価
は
前
年

よ
り
大
幅
に
下
落
し
、
選

別
を
し
な
い
と
出
荷
出
来

な
い
状
況
に
あ
り
、
新
た

に
選
別
機
の
使
用
代
金
や

運
搬
費
等
で
、
2
0
0
0

円
か
ら
2
5
0
0
円
の
一

俵
当
た
り
の
再
支
出
と
な

り
、
一
等
や
二
等
米
と
し

て
の
再
検
査
買
い
入
れ
と

な
る
よ
う
な
現
況
で
、
被

害
米
発
生
防
止
策
は
、
出

穂
期
以
降
の
防
除
で
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴

い
防
除
作
業
が
難
し
く
、

次
年
度
以
降
村
内
で
の
被

害
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

被
害
米
除
去
作
業
機（
色

選
選
別
機
）を
籾
摺
機
と

の
セ
ッ
ト
で
設
置
す
る
と
、

効
率
的
除
去
が
実
施
で
き

る
が
、
選
別
機
械
は
高
額

で
あ
り
、
次
年
度
の
、
水

田
作
付
耕
作
維
持
の
た
め

に
、
助
成
す
べ
き
。

 

　
本
村
に
お
け
る
斑
点
米

カ
メ
ム
シ
被
害
発
生
は
、

平
年
よ
り
高
い
状
況
で
、

早
生
系
品
種
に
多
く
み

ら
れ
、
耕
作
放
棄
地
や
、

W
C
S
、
飼
料
米
作
付
増

加
等
で
、
カ
メ
ム
シ
防
除

が
行
わ
れ
ず
に
被
害
拡
大

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

国
・
県
に
お
け
る
主
食
用

米
に
対
す
る
助
成
制
度
が

な
く
、
村
の
財
源
に
も
余

裕
な
く
、
本
定
例
会
の
補

正
予
算
に
計
上
し
た
、
意

欲
の
あ
る
農
家
等
へ
の
機

械
施
設
整
備
等
助
成
制

度
の
、
活
用
を
検
討
願
い

た
い
。

　
今
年
度
は
、
様
々
な
悪

条
件
が
重
な
っ
て
被
害
の

拡
大
に
な
っ
た
と
思
う
が
、

今
年
産
米
の
過
剰
に
よ
り
、

全
国
的
な
次
年
度
産
水
稲

作
付
緩
和
対
策
が
見
直
さ

れ
、
来
年
度
の
食
用
米
作

付
け
目
標
目
安
面
積
が

１
９
９
ha
と
報
道
さ
れ
て

お
り
、
村
内
景
観
保
全
と

美
田
を
守
る
た
め
、
調
整

組
合
等
へ
の
助
成
を
す
べ

き
。

 

　
米
の
価
格
下
落
、
一
反

歩
一
俵
半
収
量
減
収
と
さ

ら
に
、
カ
メ
ム
シ
被
害
米

の
発
生
と
三
重
苦
。
来
年

度
の
耕
作
意
欲
維
持
と
、

里
山
を
守
る
、
耕
作
放
棄

地
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な

い
た
め
に
、
村
独
自
の
施

策
と
し
て
、
今
回
補
正
予

算
に
計
上
し
二
件
の
支
援

事
業
を
実
施
す
る
が
、
担

い
手
や
、
ス
マ
ー
ト
農
業

等
に
対
し
、
国
県
村
等
の

支
援
策
助
成
制
度
が
あ

る
の
で
、
活
用
を
図
っ
て
ほ

し
い
。　

質 

問

水稲籾調整作業色選選別機セット風景

関
根 

浩
治 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
関
根
英
也
議
員
・
前
田
武
久
議
員
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答
弁（
村
長
）

答
弁（
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長
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関
根 

英
也 
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
策
と
し

て
、
国
や
県
は
国
民
へ
の

移
動
自
粛
要
請
に
よ
る
外

食
需
要
の
激
減
、
学
校
の

臨
時
休
校（
学
校
給
食
の

休
止
）な
ど
を
実
施
し
た

結
果
、
農
畜
産
物
消
費
の

激
減
に
よ
り
価
格
が
急
落

す
る
な
ど
、
農
家
経
営
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

加
え
て
天
候
不
順
に
よ
る

冷
害
被
害
も
重
な
り
、
農

家
の
営
農
意
欲
も
低
下
し

て
い
る
。
村
は
こ
れ
ま
で
、

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交

付
金
を
財
源
に
し
た
補
正

予
算
を
２
回
行
っ
て
き
た

が
、
農
業
・
農
家
支
援
策

は
ほ
と
ん
ど
講
じ
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の
問
題
は
９

月
定
例
議
会
で
も
指
摘
し

て
い
る
が
、
早
急
に
支
援

策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 　
本
村
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
が
出
始
め
て
か

ら
、
１
月
以
降
５
月
ま
で

の
間
に
農
産
物
の
下
落
は

あ
っ
た
も
の
の
、
農
家
へ
の

影
響
は
少
な
か
っ
た
の
で
、

状
況
を
注
視
し
て
い
た
。

今
度
の
定
例
会
に
農
家
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
主
食

用
米
生
産
農
家
に
対
し
１０

a
当
た
り
１
万
円
を
交
付

す
る
予
算
案
を
計
上
し
た
。

財
源
は
、
米
価
下
落
対
策

基
金
と
一
般
財
源
を
充
て
、

村
単
独
事
業
と
し
て
実
施

す
る
。

 　
村
の
単
独
事
業
と
し
て

の
１
万
円
の
支
援
策
は
評

価
す
る
。
た
だ
、
主
食
用

米
生
産
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
と

集
荷
業
者
、
農
家
を
独
自

に
調
査
し
た
が
、
私
の
試

算
で
は
米
価
下
落
、
天
候

不
順
に
よ
る
減
収
、
カ
メ

ム
シ
被
害
な
ど
で
、
１０
a

当
た
り
４
万
５
千
円
程
度

の
被
害
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

来
年
は
コ
メ
作
り
を
止
め

よ
う
か
と
考
え
て
い
る
農

家
が
相
当
数
あ
る
よ
う

だ
。
１
万
円
で
は
、
農
家

の
心
に
届
く
支
援
策
に
は

程
遠
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
村
内
に
は
飼
料
用

稲
作（
飼
料
米
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
）が

９３ 

ha
、
加
工
米
が
３
ha
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
生
産
農
家
に
も
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

 　
主
食
用
米
に
対
す
る
１

万
円
の
支
援
金
で
は
低
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
指
摘
だ
が
、
い
ろ
い
ろ

検
討
し
た
結
果
と
し
て
の

額
で
あ
る
。
米
価
下
落

基
金
は
将
来
的
な
利
用
の

た
め
に
も
慎
重
に
利
用
し

た
い
。

 　
指
摘
し
た
の
は
、
国
の

コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
の
使

い
方
で
あ
る
。
こ
の
交
付

金
は
、
農
林
業
の
振
興
策

と
し
て
、
来
年
も
継
続
し

て
農
業
を
営
む
た
め
に
必

要
な
経
費
を
支
援
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。一
方
で
、

コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
で
、

一
人
の
受
託
者
に
無
償
で

５
年
間
の
提
供
す
る
空
き

店
舗
対
策
に
２
７
０
０
万

円
も
使
用
し
て
い
る
実
態

が
あ
る
。
３
千
万
円
あ
れ

ば
村
内
稲
作
農
家
６
０
０

戸
に
、
１０ 

a
当
た
り
１
万

円
の
支
援
が
で
き
る
。
ま

た
、
こ
の
交
付
金
を
使
え

ば
野
菜
出
荷
農
家
、
子
牛

生
産
農
家
な
ど
に
も
支
援

を
広
げ
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
交
付

金
の
使
い
途
と
し
て
、
ど

ち
ら
が
村
民
の
暮
ら
し
に

向
き
合
っ
て
い
る
の
か
。

 　
コ
ロ
ナ
感
染
の
終
息
見

通
し
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
現
状
で
あ
る
が
、
提
案

さ
れ
た
農
業
支
援
策
に
つ

い
て
、
今
後
交
付
見
込
み

の
第
３
次
の
コ
ロ
ナ
対
策

交
付
金
の
内
容
を
調
査

し
、
有
効
活
用
を
図
る
べ

く
検
討
し
た
い
。

質 

問

主食用米生産農家に限り１０a当たり１万円を
支援、交付金による支援は検討する答

問

拡大が懸念される耕作放棄水田
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▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

村
民
の
広
場
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手まめ館運営協議会が
          運営する施設の一つ

ゆうきの郷土(さと)の維持管理は

答

問前
田 

武
久 

議
員

　

ゆ
う
き
の
郷
土「
堆
肥
セ
ン

タ
ー
」は
、本
村
農
業
の
理
想
の
展

望
を
掲
げ
る
施
設
で
あ
る
が
、反

面
運
営
状
況
は
容
易
で
な
い
と
思

う
が
、今
後
の
有
効
活
用
と
実
績

状
況
と
し
て
、①
施
設
維
持
管
理

②
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
取

組
③
堆
肥
販
売
実
績
と
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
状
況
④
太
陽
光
売
電
状
況
⑤

需
要
と
供
給
及
び
採
算
性
⑥
運

営
に
関
す
る
課
題
⑦
運
営
内
容
及

び
財
政
状
況
⑧
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
業
務
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

 　
自
然
に
優
し
い
農
業
、健
康
と

安
ら
ぎ
の
構
築
を
目
指
し
、平

成
２２
年
度
２３
年
度
か
ら
薪
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
併
設
し
、大
学
連

携
試
験
研
究
施
設
も
運
用
し
て

き
た
。①
施
設
は
堆
肥
の
生
産

八
施
設
、管
理
は
会
計
年
度
任

用
職
員
２
名
。他
作
業
補
助
従

事
者
３
名
は
、手
ま
め
館
運
営

協
議
会
で
雇
用
。車
両
機
械
は
、

使
用
頻
度
の
高
い
た
め
修
理
費

が
高
く
な
っ
て
い
る
。②
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
年
間
１
２
０
０

ℓ
生
産
し
、ユ
ニ
ッ
ク
車
と
場
内

使
用
の
ロ
ー
ダ
ー
に
使
用
。③
約

１
０
０
０
ｔ
の
堆
肥
を
生
産
し

販
売
額
は
４
０
１
万
９
千
円
、モ

ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
公
表
未
実
施
、

今
後
公
表
す
る
。④
太
陽
光
発

電
、令
和
元
年
度
発
電
量
は
、１

３
４
８
５
ｋ
ｗ
ｈ
で
、約
５４
万
円

の
収
入
。⑤
ゆ
う
き
の
郷
土
の
収

入
８
０
０
万
円
、支
出
６
６
０
万

円（
職
員
１
名
分
）他
村
職
員
２

名
と
臨
時
職
員
２
名
の
費
用
を

見
る
と
赤
字
。⑥
課
題
点
は
、原

料
堆
肥
の
水
分
過
多
、も
み
殻

や
落
ち
葉
確
保
。⑦
財
政
状
況

は
、手
ま
め
館
と
一
体
的
運
営

の
財
政
健
全
化
を
進
め
る
必
要

あ
り
。⑧
原
料
買
い
入
れ
約
１
８

０
万
円
薪
加
工
販
売（
さ
ぎ
り

壮
）約
３
６
０
万
円
、課
題
は
、薪

を
保
管
す
る
広
大
な
敷
地
。

 　

財
務
状
況
を
尋
ね
る
、会
計

業
務
は
複
式
簿
記
で
会
計
士
に

依
頼
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、

数
年
経
過
施
設
の
減
価
償
却
費

は
、圧
縮
記
帳
額
で
試
算
さ
れ

決
算
認
定
と
な
っ
た
と
思
う
が
、

試
算
は
毎
年
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 　

経
理
上
は
複
式
簿
記
だ
が
、

人
件
費
は
部
門
ご
と
に
計
算
、

手
ま
め
館
の
方
で
計
上
さ
れ
る

部
分
は
、給
与
台
帳
を
調
べ
て
い

な
い
た
め
分
か
り
ま
せ
ん
。村
で

支
給
し
て
い
る
会
計
年
度
任
用

職
員
は
、手
ま
め
館
の
経
理
に
は

上
が
っ
て
こ
な
い
。減
価
償
却
目

減
り
面
は
今
把
握
し
て
い
な
い
。

 　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
公
表
は
、開

設
以
来
堆
肥
販
売
の
と
き
か
ら

公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た

が
、公
表
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

 　
公
表
の
件
を
確
認
し
た
の
は
、

議
員
指
摘
に
よ
り
初
め
て
認
知

し
、検
査
は
し
て
い
た
が
、セ
シ

ウ
ム
検
出
が
３
件
数
値
は
１１
か

ら
１４
と
ほ
ぼ
不
検
出
の
デ
ー
タ

が
出
て
い
る
。今
後
公
表
す
る
。

 　

安
全
な
堆
肥
で
あ
る
こ
と
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、公
表
さ
れ

る
こ
と
を
願
う
。薪
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
き
堆
肥
施
設

と
の
併
用
利
活
用
は
可
能
か
。

 　

現
時
点
で
薪
の
原
料
が
足
り

な
い
、提
言
さ
れ
て
い
る
が
、薪

ス
ト
ー
ブ
の
普
及
、需
要
が
増
せ

ば
現
在
の
場
所
で
は
狭
す
ぎ
る
。

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
「
森
林
資
源
を
活
用
し
た
産
業

起
こ
し
に
つ
い
て
」

　

次
世
代
を
担
う
村
民
の
暮
ら

し
を
考
え
る
と
心
配
が
募
る
。就

労
の
場
は
ほ
と
ん
ど
村
外
で
あ

り
、住
民
の
雇
用
確
保
と
所
得
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
。そ
こ
で
取
り
組
む
策
と
し

て
、森
林
面
積
７６
％
を
有
す
る
資

源
の
活
用
、不
動
産
と
し
て
利
用

出
来
ず
に
眠
っ
て
い
る
立
木
の
換

金
策
、現
在
木
材
は
集
成
材
や

チ
ッ
プ
材
と
し
て
需
要
供
給
が
図

ら
れ
て
い
る
。本
村
で
の
二
次
製

品
加
工
工
場
等
立
ち
上
げ
る
行

政
支
援
策
を
検
討
す
べ
き
と
思

う
が
如
何
か
。

 　

本
村
は
東
白
川
郡
内
を
一
つ

の
森
林
計
画
区
と
し
、奥
久
慈
森

林
整
備
の
目
標
を
定
め
て
い
る
。

針
葉
樹
は
森
林
組
合
や
林
業
事

業
者
等
に
よ
り
植
林
、下
刈
り
、

間
伐
が
行
わ
れ
、広
葉
樹
林
は
、

薪
や
炭
、椎
茸
の
原
料
と
し
て
取

引
が
さ
れ
て
い
る
。林
業
は
川
上

か
ら
切
り
出
し
、川
中
で
加
工
、

川
下
で
販
売
す
る
が
、川
上
に
あ

る
本
村
の
実
現
性
は
乏
し
い
こ
と

か
ら
木
材
加
工
工
場
の
誘
致
に

は
慎
重
を
期
す
と
考
え
る
。

 

　
私
は
企
業
誘
致
の
件
な
ど

い
っ
て
い
な
い
。本
村
で
の
林
業

従
事
者
の
方
々
が
長
年
育
林
さ

れ
た
人
工
林
、大
変
な
投
資
を

さ
れ
て
来
た
資
産
が
二
束
三
文

で
、自
分
の
代
に
は
一
銭
に
も
な

ら
な
い
、当
然
管
理
も
出
来
ず

荒
廃
も
進
む
、災
害
や
林
野
火

災
が
発
生
す
れ
ば
大
変
な
被
害

が
予
想
さ
れ
る
状
態
で
あ
る
。

鮫
川
で
は
、林
業
事
業
所
、従
事

者
の
数
が
多
い
が
、高
額
な
設
備

投
資
が
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、そ

の
方
達
へ
の
有
利
な
制
度
資
金

の
運
用
等
に
つ
い
て
、事
業
従
事

者
等
々
に
問
い
か
け
、相
談
や
協

議
を
進
め
る
な
ど
、鮫
川
唯
一

の
眠
っ
た
資
源
を
生
か
す
べ
き
と

思
う
。需
要
と
供
給
を
図
る
た

め
の
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
、で
き

れ
ば
農
林
事
務
所
、森
林
管
理

署
と
の
協
定
を
結
び
、木
材
施

業
団
地
を
造
る
な
ど
の
施
策
を

講
じ
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

 　
目
の
前
に
あ
る
物
を
有
効
活
用

す
べ
き
と
の
以
前
か
ら
の
提
言
、

真
摯
に
受
け
止
め
林
家
が
少
し
で

も
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
、自

然
に
負
荷
を
か
け
な
い
薪
ス
ト
ー

ブ
の
普
及
な
ど
今
後
検
討
し
て
、

森
林
資
源
の
有
効
活
用
の
取
り
組

み
を
調
査
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

問
林
業
従
事
者
へ
の

行
政
支
援
を

答
資
源
活
用
調
査
を

検
討
す
る
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野球部保護者会一同

　鮫川中学校野球部は現在３年生９人が引退し、
１・２年生１５人の部員で活動しております。
　昨年はコロナの影響により中体連が中止となり
３年生にとっては悔しい最後となってしまいました。
それでも徐々に新人大会等も開催され、昨年１１
月に開かれた「第１０回まつくつ杯少年野球大会」
では優勝をすることが出来ました。

　今年の中体連はぜひ開催されることを願って、
日々練習に取り組んでいます。チームも１・２年
生の上下関係も無く、楽しく明るい雰囲気です。
鮫川中学校に入学される新１年生の皆さんぜひ
野球部への入部をお待ちしております。一緒に
野球をしましょう！

　鮫川バスケットボールクラブは、今年４月に新たに
スタートするクラブチームです。運営はさめがわスポー
ツクラブが行います。昨今の少子化に伴い、児童・生徒
の減少や中学校での部活動が働き方改革により指導す
る専門的な先生の不足、顧問を任されるプレッシャー、
活動時間の制限などが問題となっていることを鑑みて
立ち上げるはこびとなりました。
　組織の体制は『小学生部門（Ｕｰ１２）』・『中学生部門
（Ｕ １ー５）』・『高校生部門（Ｕ １ー８）』・『一般部門』とカテゴ
リー別になっておりますが、練習などは子供から大人
まで一緒に行います。
　募集範囲も村内だけではなく東白川郡や隣接する市
町村などから広く募集します。地域の新しいスポーツの
取り組み方としても期待されております。同時に指導者
も募集しておりますので興味のある方はぜひご連絡
ください。お待ちしております。

【お問い合わせ】 さめがわスポーツクラブ
ＴＥＬ 0247ｰ49ｰ3295

村民の広場

　議会だよりの御愛読いつもありがとうございます。
令和２年は、中国武漢市から発した、人類史上まれに
見るウイルスにより、全世界が生命の危険にさらされ、
そして生活を脅かされ、今もなお取り返しのつかない

恐怖にさらされている事態となりました。一刻も早い終
息を願うものであります。この世に生を受けた者として、
平和な社会で明るい、人情味に触れながら尊い一生を、
人並みの自己満足感を得て、安らかな生涯を終えたい
ものです。結びに皆様の幸せを願うものであります。
　　　　　 　　　　　　　　　　　（広報編集委員）

編 集 後 記


